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平成 27 年 10 月 30日 

株 式 会 社 中 電 工 

平成 28 年 3 月期 第 2四半期決算について 

１．業績概要 

当第 2四半期累計期間におけるわが国経済は、輸出・生産面に新興国経済の減速などの影響に

より一部に鈍い動きもみられるものの、企業収益や雇用・所得環境の改善などにより、景気は緩

やかな回復を続けてきました。

建設業界におきましては、公共投資は減少傾向にあるものの高水準を維持し、民間設備投資は

緩やかな増加基調にあるなど、総じて好調な受注環境が続く一方、人手不足など厳しい状況も続

きました。

このような状況のもと、当社グループは、営業・工事の各部門が一体となって、太陽光発電設

備工事やリニューアル工事の需要を捉えた提案営業など、積極的な営業活動を展開し、また、工

事採算性の向上に向けた原価低減の一層の徹底などにより利益の確保に取り組んでまいりまし

た。

この結果、当第 2四半期累計期間の業績は、次のとおりとなりました。

連結経営成績                   （単位：百万円…未満切捨）

区 分 

前第 2四半期

連結累計期間

(26.4.1～  

  26.9.30)

当第 2四半期

連結累計期間

(27.4.1～  

  27.9.30)

増減額 増減率 

売 上 高 60,950 61,637 686 1.1％

営 業 利 益 3,055 4,004 948 31.1％

経 常 利 益 6,701 6,790 89 1.3％

親会社株主に帰属

する四半期純利益
4,929 5,597 668  13.6％

個別経営成績                   （単位：百万円…未満切捨）

区 分 

前第 2四半期

累計期間 

(26.4.1～  

  26.9.30)

当第 2四半期

累計期間 

(27.4.1～  

  27.9.30)

増減額 増減率 

売 上 高 56,201 56,494 293 0.5％

営 業 利 益 2,672 3,712 1,040  38.9％

経 常 利 益 6,344 6,548 203 3.2％

四 半 期 純 利 益 4,855 5,536 680 14.0％
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２．事業の状況（個別） 

個別の部門別、得意先別の売上高は下表のとおりです。 

（１）部門別 売上高 （単位：百万円…未満切捨）

区  分 

前第 2四半期累計期間 当第 2四半期累計期間 

増 減 (26.4.1～ 

26.9.30)
構成比（％）

(27.4.1～ 

27.9.30)
構成比（％） 増減率（％）

屋内電気工事 30,484 54.2 28,633 50.7 △1,851 △6.1 

空調・管工事 9,186 16.4 9,235 16.3 49 0.5 

情報通信工事 2,045 3.6 1,850 3.3 △195 △9.5 

配 電 線 工 事 13,372 23.8 15,085 26.7 1,712 12.8 

発送変電工事 1,112 2.0 1,690 3.0 577 51.9 

合 計 56,201 100.0 56,494 100.0 293 0.5 

（２）得意先別 売上高                          （単位：百万円…未満切捨） 

区  分 

前第 2四半期累計期間 当第 2四半期累計期間 

増 減 (26.4.1～ 

26.9.30)
構成比（％）

(27.4.1～ 

27.9.30)
構成比（％） 増減率（％）

中 国 電 力 ㈱ 15,482 27.5 17,715 31.4 2,232 14.4 

一 般 得 意 先 40,718 72.5 38,779 68.6 △1,939 △4.8 

合 計 56,201 100.0 56,494 100.0 293 0.5 

３．通期の業績予想 

今後の経済見通しにつきましては、企業収益や雇用・所得環境の改善傾向が続く中で、政府に

よる各種政策の効果もあって、国内景気は緩やかな回復を続けていくことが期待されます。一方、

財政再建問題やエネルギー政策の行方、人手不足や海外景気の下振れリスクなども懸念されます。

このような状況のもと、当社グループは、再生可能エネルギーの買取価格の引き下げなどによ

り太陽光発電設備工事が減少していくと想定される中で、引き続きリニューアル工事の提案営業

を強化するとともに、中国地域における営業基盤の強化、都市圏の事業拡大及び成長戦略による

事業拡大などにより受注の確保・拡大を図ってまいります。

また、適正な原価管理の徹底や、当社グループ全体での生産性の向上などにより、利益の確保

に取り組んでまいります。

なお、通期の業績予想につきましては、当第 2四半期連結累計期間の業績や今後の事業環境な

どを踏まえ、平成 27年 7月 29日の公表値から修正しております。詳細につきましては、平成 27

年 10 月 28 日に公表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

（１）通期連結業績予想 （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 27 年 3 月期実績 28年 3月期予想 増減率 

売 上 高 145,547 144,000 △1.1％

営 業 利 益 9,430 9,300 △1.4％

経 常 利 益 16,130 13,300 △17.5％

親 会 社 株 主 に 帰 属

す る 当 期 純 利 益
10,492 9,600 △8.5％

（２）通期個別業績予想 （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 27 年 3 月期実績 28年 3月期予想 増減率 

売 上 高 133,944 131,000 △2.2％

営 業 利 益 8,213 8,500 3.5％

経 常 利 益 14,919 12,500 △16.2％

当 期 純 利 益 10,054 9,300 △7.5％

以  上


